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全員集合！ 敦賀ムゼウム前 ムゼウム館内での真剣な眼差し 

歴史的建造物で交歓会の1コマ 

▼
北
陸 

 
【
富
山
・石
川
・福
井
】 

「
敦
賀
へ
行
こ
う
」合
同
企
画 

森 

元
（Ｂ
Ｂ
Ｔ
） 

昨
年
３
月
16
日
、
北
陸
新
幹
線
が

金
沢
か
ら
敦
賀
ま
で
延
伸
し
た
。 

錦
秋
の
10
月
25
日
、
晴
天
。
北
陸

３
民
放
ク
ラ
ブ
合
同
で
北
陸
新
幹
線
・

敦
賀
ツ
ア
ー
を
実
施
。「
つ
る
ぎ
号
」
で

朝
、
富
山
を
出
発
。
金
沢
駅
、
福
井
駅

で
夫
々
参
加
者
が
同
乗
し
、
26
名
が

敦
賀
駅
に
着
い
た
。 

富
山
・
敦
賀
間
の
乗
車
時
間
は
１

時
間
20
分
。
新
敦
賀
駅
舎
は「
空
に

う
か
ぶ
～
自
然
に
囲
ま
れ
、
港
を
望

む
駅
～
」
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
・
コ
ン
セ
プ

ト
の
通
り
、
新
幹
線
ホ
ー
ム
は
日
本
一

高
い
37
ｍ
。
ま
る
で
巨
大
船
上
に
い
る

よ
う
な
心
地
が
し
た
。 

 

敦
賀
：
近
江
・
敦
賀
の
鉄
道
開
設
を

も
っ
て
北
陸
線
の
嚆
矢
（こ
う
し
）と
す

る
敦
賀
は
、
か
つ
て
は
東
京
と
パ
リ
を

結
ぶ「
欧
亜
国
際
連
絡
列
車
」
が
敦
賀

港
駅
を
経
由
し
て
走
り
、
日
本
で
も

有
数
の
鉄
道
と
港
の
町
で
あ
っ
た
。 

 

駅
構
内
で
市
内
案
内
の
先
導
役
、

福
井
ク
ラ
ブ
小
川
会
長
の
お
出
迎
え

に
恐
縮
。
総
勢
27
人
が
揃
い「
ぐ
る
っ

と
敦
賀
周
遊
バ
ス
」
に
乗
車
。
金
ヶ
崎

緑
地
で
下
車
し「
敦
賀
ム
ゼ
ウ
ム
」
に

入
館
す
る
。「
ム
ゼ
ウ
ム
」
と
は
、
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
と
の
事
。 

                      「
敦
賀
ム
ゼ
ウ
ム
」
は
命
の
大
切
さ

と
平
和
の
尊
さ
を
後
世
に
伝
え
る
た

め
の
資
料
館
だ
。 

大
正
９
年
に
シ
ベ
リ
ア
か
ら
救
出
さ

れ
た
７
０
０
人
以
上
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
孤

児
や
、
昭
和
15
年
頃
か
ら
の
６
０
０
０

人
の
ユ
ダ
ヤ
系
避
難
民
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
脱
出
し
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
経
由
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
か
ら
船
で
敦
賀
港
に
上

陸
。
そ
の
後
、
第
三
国
へ
渡
っ
て
い
っ
た
。

人
命
救
助
・
人
道
一
筋
で
ビ
ザ
を
発

給
し
た
日
本
人
外
交
官
「
杉
原
千
畝
」

や
敦
賀
の
人
達
と
の
交
流
の
史
実
を
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ガ
イ
ド
の
塩
谷
さ
ん

が
熱
く
語
る
。
館
内
の
豊
富
な
資
料
・

映
像
に
も
感
動
し
た
。 

次
は
、
歴
史
的
建
造
物
「
赤
レ
ン
ガ

倉
庫
」
。
明
治
38
年
建
築
。
現
在
は

敦
賀
市
内
を
紹
介
す
る
大
型
の
ジ
オ

ラ
マ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
に
使
用
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
と
歓

談
の
時
を
過
ご
し
た
後
は
、
７
０
２
年

建
立
と
伝
わ
る「
気
比
神
宮
」
を
参
拝
。 

そ
の
後
、
市
内
を
30
分
ほ
ど
散
策

し
、
敦
賀
駅
を
午
後
４
時
半
過
ぎ
に

発
ち
、
帰
路
へ
。
石
川
・
福
井
、
両
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
〝
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
〟 

 

【
石
川
】 

今
回
の
３
県
合
同
イ
ベ
ン
ト
に
石
川

地
区
か
ら
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
参

加
者
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

「
杉
原
千
畝
の
功
績
を
た
ど
る
こ
と
が

で
き
、
人
道
的
に
素
晴
ら
し
い
人
が
い

た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
」 

「
杉
原
千
畝
の
業
績
に
思
い
を
は
せ
な

が
ら
、
次
の
機
会
に
は
孫
を
連
れ
て
是

非
、
再
訪
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」 

「
訪
問
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
に

『T
hank 

yo
u 

for 
yo

ur 
saving 

m
y 

G
rand m

a

』と
あ
っ
た
の
が
印
象
的
」 

「『
名
月
や
北
國
日
和
定
な
き
』は
、
北

陸
の
天
気
は
変
わ
り
や
す
い
、
と
芭
蕉

が
敦
賀
で
詠
ん
だ
句
で
す
が
、
日
頃
の

行
い
の
よ
い
メ
ン
バ
ー
が
多
か
っ
た
の
か
、

好
天
の
秋
の
散
策
を
楽
し
め
ま
し
た
」 

幹
事
の
富
山
の
み
な
さ
ん
、
お
世

話
下
さ
っ
た
福
井
の
み
な
さ
ん
に
感

謝
で
す
。 

 


